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三井住友海上グループホールディングス「ＣＳＲレポート２００９」を発行 
 

 三井住友海上グループホールディングス株式会社（社長：江頭 敏明）は、三井住友海上グループにおけ

るＣＳＲ（企業の社会的責任）の取組みを紹介する資料「ＣＳＲレポート２００９」を発行しました。 

 三井住友海上グループのＣＳＲ経営の考え方や具体的な取組みについて、グループ各社の活動を報告して 

います。今年度は各ページの冒頭に、実施施策とその実施状況、今後の課題・目標を明記しました。 

 

１．「ＣＳＲレポート２００９」の特徴 

（１）各種課題について 

 ①商品・サービスの品質向上 

   品質向上を支える３つの柱やステークホルダーの声を活かした品質向上取組みなどについて掲載し

ています。 

 ②社員ハツラツ 

   社員がやりがいを持ちハツラツと働ける環境について各社の取組みを掲載しています。 

 ③地球環境保護 

   本業を通じた地球環境保護の取組みなどを掲載しています。 

 ④地域社会・国際社会に貢献 

   本業を通じた社会貢献活動について掲載しています。 

 

（２）昨年に引き続き第三者意見として、社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会常任  

理事の古谷由紀子氏からコメントをいただいています。  

 

（３）「持続可能な社会を引き継ぐために、三井住友海上グループに何ができるか」をテーマに、 

株式会社日本総合研究所主席研究員の足達英一郎氏と弊社会長の秦喜秋との対談を掲載しています。 

 

２．仕様等 

Ａ４版、４色刷、３２ページ、２．８万部作成 

 

３．三井住友海上グループホールディングス オフィシャルサイト 

「ＣＳＲ（社会への責任）」に、本レポートを掲載するとともに、より詳しい環境関連取組みや各地の   

社会貢献活動を案内しています。   

 

以 上 

 

 


